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　ひまわりこども園とさくらこども園の入園式は４月 10日に
行われました。
　乳児部と幼児部合わせて 21人が入園したさくらこども園の
入園式では、新入園児たちが保護者らに拍手で迎えられながら
入場。自分の名前が呼ばれると、大きな声で元気よく返事をし
ていました。古川いち子園長は「先生たちは毎日皆さんが来る
のを楽しみに待ってます。元気にこども園に来てください」と
式辞を述べました。

誓いの言葉を述べる二瓶さん

緊張した面持ちで入学式に臨む吾妻小の１年生

期待を胸に入学式に出席する新入生

入園式に臨む新入園児（さくらこども園）

　猪苗代中学校の入学式は４月６日に行われ、新入生 90人が
志を胸に新たな一歩を踏み出しました。
　横山泰久校長が「中学校３年間の生活は忙しくなることもあ
りますが、自分を成長させる多くのチャンスが待っています。
目的、正直、忍耐を大切に夢や希望を叶えてください」と式辞。
新入生を代表して古内駿

しゅん

多
た

さんが「自分自身の夢や希望に向
かって、なりたい自分に向かって何事にも全力で取り組み、立
ち向かえる中学生になります」と誓いの言葉を述べました。

　町内６小学校の入学式は４月６日に行われ、１年生 85人が
元気に小学校生活をスタートさせました。
　このうち吾妻小学校では 10人が入学。呼名の後、安藤靖校
長が「学校はとっても楽しい所です。これから毎日ワクワク、
ドキドキが待っています。楽しみにしていてください」と式辞
を述べました。在校生を代表して６年生の小椋正

まさ

晴
はる

さんが「み
んなで仲良く楽しい学校生活を送りましょう。そして、たくさ
ん思い出を作っていきましょう」と歓迎の言葉を述べました。

　猪苗代高校の入学式は４月 11日に行われ、普通科に新入生
25人が入学しました。
　式では、滝田勝彦校長が全員の入学を許可し、「自らの夢を
見つけ、夢を育てて、自らその実現に向かって進んで行くこと
を期待します」と式辞。新入生を代表して、二瓶愛

あい

莉
り

さんが「こ
れから過ごす３年間の高校生活を１日１日大切にし、悔いのな
い日々を送り、何事にも挑戦する気持ちで大きく成長したいで
す」と誓いの言葉を述べました。

スクールトピックス

目標に向かって新たな一歩

こども園で一緒に遊ぼう

楽しい小学校生活がスタート

夢の実現に向けて

地域おこし協力隊通信

地域おこし協力隊
私たちが地域を元気に！
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３
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ホットニュース

小林　澄
す み 　 こ

子 さん

主な活動内容：観光振興・伝統工芸品等ＰＲ促進

交付式に臨んだ（前列左から）たこ坊主会の柿崎文雄
会長、中ノ沢系こけし工人会の瀬谷幸治会長、内堀雅
雄知事、前後公町長（後列左から２人目）

　

２
０
２
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光
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３
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梯
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ぶ
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地
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。

希望を胸に
入学・入園

町内の小・中・高校やこども園では、４月に入学式・入園式が行われ、
新入生たちが希望を胸に新たな一歩を踏み出しました。


